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研究成果の概要（和文）： 認知行動療法に準じたプログラムを妊娠初期・妊娠後期・産褥1か月に実施し、育児
ストレスの軽減に効果があるか否か検討した。参加者は架空のストレス場面の絵を見ながら、「自分ならどのよ
うに受けとめ、どのように対処するか」を話し合った。また、同時に「日本語版POMS短縮版（緊張－怒りなど6
つの気分や感情を表す）」と「ストレス状況対処行動尺度」を実施した。
 架空の場面における話し合いは心理的負担が少なく、自分の対処を客観的にみえると好評だった。また、話し
合いによって気分や感情を悪化させる人はなく、対処方法は他者の方法を知り幅が広がった。本プログラムは出
産後の育児ストレスの軽減に役立つ可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We implemented a program based on cognitive behavioral therapy in the early 
pregnancy, late pregnancy, and 1 month postpartum, and examined whether it was effective in reducing
 parenting stress. Participants looked at the picture of the fictional stress scene and discussed "
How to accept it and how to deal with it." Also, at the same time, the "Japanese version of the POMS
 (the Profile of Mood States : representing 6 moods and feelings such as anger and anxiety) " and 
the " Coping Inventory for Stressful Situations Scale" were implemented.
Discussions in fictional scenes were less psychologically stressed, and it was well received that 
they could see their actions objectively. In addition, there was no one who made the mood or emotion
 worse by the discussion, and the coping method became widely known as the other person's method. 
This program may help reduce childcare stress after childbirth.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では認知行動療法に準じたプログラムを妊娠初期から母親学級の後などに、短時間で実施したところ、
母親の対処方法の種類は増えた。また、他者の考え方を知ることで、自身の情緒を安定的に保つことが可能とな
り、産後の育児ストレスに対する対策が身についたと考えられた。妊娠初期から母親学級の際、短時間でプログ
ラムを実施することが可能であれば、出産後に育児ストレスを溜め込まない対処方法を身に着けることができ、
育児ストレスの軽減に役立つと考える。今回は参加者が少なく一般化は難しいが、今後参加人数を増やし検証す
ることで、その効果が明らかになると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本邦には育児中の母親に対し実母や義母、専門職からの支援がある。しかし、母親は対人
関係に心理的負担を感じるときがあり、健康的な母親でも、不満や不安が溜まるとストレス
が増強し、感情のコントロールができないことや、産後うつ病の発症を引き起こす可能性が
ある（花田ら.2007他）。 
育児ストレスは認知の問題と、問題解決能力、怒りのコントロール、ストレス管理能力不
足が相互に関連しており、海外では、育児ストレスに対するカウンセリング、認知行動療法、
対人関係療法などに効果があると報告されている。本邦には育児相談はあるが、認知行動療
法などを健康的な母親に行う機会は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は認知行動療法の専門家よりアドバイスを受け「育児ストレス絵画テスト」（山
海.2013）を媒介にしたプログラムを実施し、参加者（母親と看護者）から意見をもらい、健康
的な母親に対する認知行動療法プログラムの確立に向け改善を重ねることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 育児によって母親が心理的に追い込まれないことに焦点を当て、予防医学の観点から、認知
行動療法を取り入れたプログラムを、母親が参加する母親学級で実施する。プログラムの有効
性は参加者によるディスカッションをもって質的評価を行う。同時に母親の精神健康度（日本
語版 POMS短縮版）の変化と、ストレス状況対処行動（CISSTM日本語版）の変化を継時的に
比較し、効果の有無を量的に分析する。 
 
（１）対象者 
 母親学級（妊娠初期・妊娠後期)、および産後の１か月健診に訪れた母親で、精神疾患の既往
や治療中の物を除き、社会適応できている日本語を母国語とする方を対象とし、日本語による
意思疎通ができ、通常の生活をしている妊婦 25 名とする。妊娠初期の母親学級受講の方にチ
ラシを配布し研究の協力を呼びかける。研究の協力に研究内容の説明をする。協力の意向が得
られた場合、同意書に署名をしていただく。保管は研究実施の鍵のかかる場所に保管する。 
 
（２）調査内容 
① 母親の属性 
②「日本語版 POMS 短縮版」(横山ら.2015）怒り－敵意、混乱－当惑、抑うつ－落込み、疲労－
無気力、緊張－不安、活気－活力について一定の期間における気分の状態をみる。 
③「CISSTM日本語版」（S.Endler ら, 1990/横山監訳, 2012）ストレス下で個人がどのような行
動をとりやすいか（課題優先対処・情動優先対処・回避優先対処・気分転換・対人的な気晴
らし）を知る。 
④「育児ストレス絵画テスト」(山海 2013)は、育児ストレス場面を設定した漫画風のテストで
ある。内容は夫婦の信頼関係、夫のサポート状況、義母のおせっかい、実母との関係、子育
ての価値観など、人に言われて不快に感じると思われる状況を調査時期に応じて設定した（図
１は一例）。 
 
（３）質問票の実施 
①３場面程度の「育児ストレス絵画テスト」を実施する(所要時間 10 分程度)。 
②「日本語版 POMS 短縮版（怒り・抑うつなど 7つの感情を測定）」を実施する（所要時間５分
程度）。 
③「CISSTM日本語版」を実施する（所要時間５分程度）。 
 
（４）ディスカッション 
①グループディスカッション 
場面ごとに、「自分ならどう思うか」「自分ならどのように反応するか」など、母親から意
見をもらう。その際、話し合いが活発になるよう、その場にいる研究者や看護者も話し合い
に加わる。話し合い中の発言に対し、反応はそれぞれ個人差がある物で、間違いや正解はな
いこと、むやみに反発せず、他者の発言を受容することをあらかじめ説明する。自由に発言
できる雰囲気をつくりつつ、議論からずれないディスカッションを運営する(所要時間 20分
程度)。 
②プログラムに対する提言 
  プログラムに参加して良かったと思うこと、改善して欲しいことを忌憚なく話していただ
く(所要時間 10 分程度)。 
 
（５）データの分析 

①質問紙表による解答は統計ソフトを用い、個人の変化を分析する。 

②ディスカッションの内容は逐語録にお越し、KJ 法による質的分析を行う。 



 

（６）倫理的事項 
①個人の人権擁護 
質問票はすべて無記名とし、通し番号で管理する。得られたデータは鍵のかかる場所に保
管し、研究の公表から 10 年間の保存期間を経た後、紙面はシュレッダーにて破棄し、電子
データは機器の初期化を図り完全に消去する。得られたデータを保存するパソコンは外部か
らの不正アクセスを避けるためインターネットに接続せず、対象者の個人情報は一切漏らさ
ないよう徹底し、また USB はデータのバックアップを目的とするため院外に持ち出さない。 
②個人に理解を求め同意を得る方法 
妊婦に対し研究目的・個人情報の保護・本人の自由な意思による参加であること、研究の
内容について説明を行い研究への協力を求める。途中で研究協力の中止を行っても何ら不利
益はないことを保障する。研究の説明書には研究に関する疑問等、随時質問ができるよう研
究代表者の所属および連絡方法を明記する。 
 

 
図１ 育児ストレス絵画テストの一例 

 
プログラムの流れ 
 
   ≪１回目≫                       ≪２回目≫         ≪３回目≫ 
  「妊娠初期」     ⇒ 「妊娠後期」     ⇒「 産後１か月健診」 
「育児ストレス絵画テスト」   「育児ストレス絵画テスト」  「育児ストレス絵画テスト」 
「日本語版 POMS２他」     「日本語版 POMS２他」      「日本語版 POMS２他」 
 「CISS 日本語版」       「CISS 日本語版」       「CISS 日本語版」 
「認知行動療法」        「認知行動療法」       「認知行動療法」 
      ↓              ↓              ↓  
「ディスカッション(評価)」  「ディスカッション(評価)」  「ディスカッション(評価)」 
      ↓              ↓              ↓  
  「プログラム改善」      「プログラム改善」      「プログラム完成（案）」 
 
４．研究成果 
妊娠初期・妊娠中期・産後 1か月の全てのプログラムに参加した母親達からは、概ね好評を
得た。初産婦は「以前の自分ならストレスに感じることも、プログラムに参加した他者の物事
の捉え方や、対処方法を活用している。今はストレスに感じることが少なくなった」「絵を使う
ことで客観的に自分をみることができるようになり、冷静に対処することができた」「妊娠初期
はこのプログラムをこの時期に始めるのは早いと思っていたが、出産後になって思ったよりス
トレスに感じることが少ないので、長期的にやることが効果的だと感じた」「産後１カ月で終わ
りにするのではなく子どもに手がかかる時期にもやってほしい」などの意見が多く見られた。 
POMS 短縮版の変化は、産後 1か月の時に一部のスコアが上昇したが、ほとんどのスコアは低
くなり、母親の精神的健康は良好になった。CISS の変化は、他者の意見を自分の方法として、
元々の対処行動の傾向に幅ができた。                            
以上のことから、架空のストレス場面の絵を用いたディスカッションは、母親の心理的負担
が少なく、かつ自分の認知や行動を客観的にみることができ、認知と行動に変化をもたらしや
すいと考える。妊娠初期からの訓練によって出産後の育児ストレスの軽減に役立つ可能性があ
る。 
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